











Angiogenesis in Adipose Tissues and Skeletal Muscles with 
Rebound Weight-gain after Diet-restriction in Rabbits 
(家兎の食餌制限後の体重のリバウンド増加に伴う指肪組織と
骨格筋組織における血管新生)





























body mass (LBM)、totalbody fat(TBF)と食餌摂取量をそれぞれ計測し、同時に骨格筋および脂肪組
織を採取した。各組織で血管密度の指標としてCD34を、 angiogenicf actorとしてVEGF、PD-ECGFの
発現を免疫組織化学的に検討した。また、透過型電子顕微鏡による超微小形態学的変化を観察した。
DR群で、体重は20日目に基礎値との比が0.92:t0.05と有意に減少し、その後40日目まで低下したが、
自由摂食後60日目には1.04:t0.11までリバウンド増加した。食餌摂取量の比も1.12士0.09と有意に増加し
た。体構成成分は、 TBF、LBMともに40日以降増加したが、特にTBFは著明に増加し60日目にはC群と
の差がなくなった。免疫組織化学的検討では脂肪組織でのみ60日目のDR群で血管密度が増加し、その時
期に一致してVEGFおよびPD-ECGFの発現が有意に増強した。また超微小形態学的変化は認められなかっ
fこO
血管新生因子の発現は体重の回復期におけるDR群の脂肪組織において有意に強く発現したことから、
食餌制限後の体重のリバウンド増加には脂肪組織のangiogenesisが関与し、それはVEGFやPD-ECGF'こ
より誘導されることが示唆された。
本研究は過度の食餌制限の後におこる、体重のリバウンド増加の機序の解明において、脂肪組織のanglo-
geneslsの関与に着目した先駆的研究であり、よって著者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するも
のと判断された。
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